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性決定の最も重要な因子が性染色体であるとの

今日の撃詮に閲達しで,往々近侍箪著聞には性決

定の問題すなわち性比?問題であるかのような取7'

扱いをする廿のも声る･然しながら,成熟個体にI
見られる性比の問題は卵の授精時に於け■る性決定

の間問とは必ずしも同一でないとなすのが生嘩畢

者の取る態度である･性1_tは或る程度まで遼境に

よ少て影響を受けるとさえ考えられている･これ

は雌雄の間に不利な環境に封する抵抗力に差があ

ると言 うことになる･

･安江 (1941)はココクyウ CalandraBaSakii

TakAhashia.性比 昔.:早が1･'1なる3:取察L,

払港(1947)は2:8な りとした･また近木 (1947)′
はコクゾウ CaLandraoryz-aeL.の性比古.'1.%が `

2.･1なりと報告した･.筆者は,安江と松浮との結･

苑の相違は性比の可勢陸を質詑するもq)であるか㌔

どうか,また捻津と近木との結果はからて同屈同

位とさえされていた此の=垣間に於て略ぼ相革し

たような結果の原因が環境の差異にあるのかどう

や､を解決せんと箪し'飼育温度･飼料たる米の含

水血･飼料の畳等を種々に襲えてコクノウ･lココ
クilウにつき賛助を試みた･ 侍,Hinds&Tur･

ncr(1911)が主張するようにコクノウが単為生殖

を行 うか否かについても槍討して見た･

･本研究は昭和17年9月より約 1年にわたって行

ったもので,その間御指導下されし春川教授に謝

意を表すると共に,いろいろ御懇切なる助言を下■
さった研究皇員各箆に御超を申上げる･ -●

愛 敬 材 料 及 び 方 法
A,

LLf放線料のコネノウ･ココクY.ウ拝京大具畢部屋

･虫笹研究塁で速攻的に飼育したものの子孫で,
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それぞれ一つの系統と見なし得る･

飼料の玄米は京都産水稲 ｢旭｣を煩蒸し用い,

飼料丑に関する資験では60,.40,20,10,占/2･5gr;
の各直を設け,その他の質験にありては皆60gr.

づつ夫-･Q･の瓶に入れた･侍,約15%含水丑栄では

.lgr･中大体40粒の米粒がある.飼料米の含水丑･.ヽ
は12%乃至90.1%に調節したものを用いた._

飼育瓶は辰口瓶,ロの内在5cm,重体わ祐さ8.

4cm･のものにヲム栓をなした･ゴム栓には在径`

約5mm･のガヲス菅の先端を毛細管状にし牡もの

を中央に挿入,5cm･位上方に突出さし底部はゴ̀

ム栓と同｢平面たして,日本紙;:貼 り換鼠孔とし

た･本方法は桧浮(1947)近木(1947)の怒飴と同

方法である･飼育温度は各恒温器にて,24･4oC,

29･97C'であった･一驚験期間は昭和17年106乃至
18年7月であらた.

親成虫は羽化晩出後24時間以上経過しないやの

を一瓶づつ雌堆それぞれ5封宛取り入れ,交尾崖･

卵せしめた･28日後考び14日,後にこれ牢取 り出

し,以後次代羽化成虫を7日日毎に網目2mm雪の

飾咋て米粒問よりより分け,r吻の形態により雌舵

を判別した･但tJ吻の形態は終始双眼財欲鏡を瓜

い判別したのであるが,吻のみに′よ■る雌雄の判別

はや 困ゝ稚なことがあった･ J‥■

/受 験 ＼結 .黒 ･

.-(1)飼育温度及び米含水畳と羽化

成虫敦との関係

との結果は第1衣と第2表に示した･全体を泊

じ羽化成虫故の攻 も多いめは,コ?クノウでは含

水量 17･620'･温度2919oC匠であり,ヲクyクで.

は含水丑17･6%,･-温度29･.0｡q匹であった･とや

雨着に於ては,雌政雄致何れにつJ;ても他の拓に

於けるよりも弱化成虫故が多かった･

1本質段結果のみに就いて言えば,泣庇の如何に1



第1辞 :飼部温監及び米含水正とコクゾウの羽
化成虫救及びその性比との関係

よらずココクノウは含水量 17･5%, コクノウは

17.6%附近に於Vllて羽化成虫敬が長大で'いこれよ

り米の含水丑の増大或V.は減少するに従い羽化成

虫故は減少するものなりと言い得色･

(2)飼育温度及び米含水重と羽化 ･

成虫の性比との関係 ･

･温度及び米食水星が勿化成虫の性比に影響を及

･ぼすら､否かは第1未及び第2表に示す通 わである.I
之等の成杭に基づいて考えるに,米含水量の多

少及び飼育温度の高低によ■る性比の異化には著し

いもの抜ない･大郷 0%である･3-クノウに於け

る含水丑 14.-L'%,温度29,9oC位の性比33.3%,

ココクノウに於ける含水丑lLJJT.8/Oi,温度 _q.90C

拓の性比20･4%,含水丑16.1%,温度24.4oC隈の

性比 t%.4%,含水丑 18.0%,粗度24.4oC位の性

_比63.'4%節はやや性比が嬰化したものの如く見P.

るけれども,羽化せる旗虫教の比較的少数なる本

質駿に於てPi,之等4,昭 の結東を以て性比を云

す々 るのは早計と考えられる.

さ2蓑 ･'飼育皿旺及び米含水放きココクゾ?
の羽化成虫凱及びその性比との開拓

n･m:匝地中 羽化敬匝別画紐.'数t性比

.(3)-飼料の畳と性比との関係

元木コクノウ,ココクノウともに餅料たる米粒

キー粒に封して 1卯を崖下する習性があると言われ

ち.従って米粒ゐ極端なる欠乏は,雌の産卵再巨力

第3表;飼料の丘とコクゾウの性此との閑旅

(皿匹はC4･4cc)
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li:抑制又は阻啓する可能性がある･'カへ る考から

行った貰験の結果時第8衰及び第4表に示してあ

妨4表 ･'飼料の丘とココクゾウの性比との防錆 '
･(阻取去24･4OC)

るが'これによって明かなる如 (.餌料の丑の多少

は性比に何らの変化を輿えないよう.に思われる.
′∫

･ (4)畢 馬 車 枯
/I

木賛助を行う烏に魔女成虫を得んと,羽化阪田

紀き桶を含む米粒を1粒宛小管瓶 (内径71-J8Ttn･

長さ軍om.位)に入れ綿栓を性どこし,一同一日内にl
羽イヒ晩出せし成虫より-2四一.6哩の雌をえらび出

した･これを餌料60gr･入 Dの飼育瓶中に入れ貰
ー ●

放した･

コクノウ,●ココクノウは米の含水丑17.5%菊池

24.4oC,含水丑 16.1% 温度 24.4oC,含水量

17.5% 泡盛29.9oC,含水丑 16.1% 温度29.9ムC

の4匹をそれぞれ昭和17年10月26E3J:わ12月末ま

で雪肌 さらに●ココクイモのみは'含水丑17･6%

温度24･4oC, 含水量 IT･6カ 温度 29･9oC,含水

丑 18･0% 温腔2.4･4oCの3位を昭和18年6月11日

J:少7月始めまでの間行った･

-雪駄の結果は次代糾 ヒ成虫坪達に1匹も我見し

得なかfった.従って Hinds&･Turner(1911)が

助に関する限りヲクノウJもココクノウも早馬生靖

は行わ強いと富TVl得る･

結 論

･以上の如ぐ̀本質駿に於ては,温度,餌料の含水

丑'.解料の畳などの或る程噂の変化が性比に何等

かの影響を輿えるか香かについて研究するを目的

としたものであるが,か.iる頭境催件の襲化にも
■=1
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､ t●
か iわらや'コクノ.giココクノウ共に性比牲常

に50%に止って'何等可変陸の存在す早こと-を認

めなかった.

坪井 (1941)のコクノウ,安江(1941)のココ'9ノ

ウの研究に於て'蓉育日数,,生存日数に関して雌

雄の間に差が認められないと言うこt'は生理的方

面から此所に得た結果を詮する一枚按と言い得る▲

､であろう･従?て興津(1947)近木,(1947)革どの

賃験成績に於て'ココク37クの性比 昔･･早が2･'.3 I′
で'コクゾウの性比 昔.'早 が_L'.･lt?あると言う

結果とは相異る･しかしてその相違を生じたEi.ち

有力な因子として,こiに述べたような頚城因子

が働いたと言 うことは出来なytと考える.l I _ヽ

摘 要

(1)コク3/ウ及びココクノウの性比が攻城の影

･ 智を受けるや否やを調べた.

(2)温度の如何を闘わす'ココクyクは17･6%

成虫数が最も多く,.米含水丑のこれよりの /

増減するにつれて羽化成虫教が減る.

(8)飼育温度,米含水量の酎 ヒにかibらす性

･ 比良常に50%である. '

(4)併科の丑の垣減によっても,性比は奨らな

lハ.

(6)コクy-ウ,コ.コクゾウ共時単為生租は行わ

● なかった.
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